
R4年度 PTA活動を振り返って

PTA活動をより良いものにしていきませんか？

PTAが出来た時代とは違い、共働き世帯が増えております。
また、先日承認された決算総会の中でも、PTAの在り方に関する
ご意見を数件いただいております。

「PTAは大変」というイメージが先行しているかと思いますが、香里
小PTAも時代の流れに合わせて、本部役員・先生方と日々活動
の見直しを行っております。具体的には、特定の活動や役職に負
担がかからないように、「できる人が、できるときに、できることを」を
モットーに、外部委託できるものは外部委託し、WEB会議や
WEBフォームの利用、各委員の都合(平日/週末、PCを使う/使
わない、自宅で出来る/学校に来れる）を配慮して、分担を行うよ
うにしております。

今年度の委員から「実際やってみてイメージと違った。」との
ご意見もいただいております。「PTAは大変」という思い込みにとらわ
れず、PTA活動に興味を持ち、今後も一人でも多くの方に参加し
ていただけることを期待しています。

「PTA活動って何してるんだろう？」と気になった方は、ブログを随
時更新しておりますので、以下よりご覧ください。

⇒PTA活動ブログはこちら

今年度も、PTA活動にご理解・ご協力いただき、ありがとうござい
ました。
また、6年生の保護者の皆さま、ご卒業おめでとうございます。

この一年間を振り返り、一番に感じたことは「学校という場は、先
生、地域および保護者が協力して一緒に作り上げている」というこ
とです。

PTA役員・委員を経験するまでは、PTAというのは、単純に大変
でしんどいだけのイメージを持っていました。

R3年度からのPTA組織の大幅なスリム化（委員会活動の外部
委託化など委員会の縮小等）の流れを引き継ぎ、今年度より新
体制で活動を行なっていく中で必要性を感じるようになりました。

以前のやり方に捕らわれず、イベントや活動毎に

「これって、そもそもどうして始まったんだっけ？」
「何のためにやっているんだっけ？」
「“子どもたちのため”ってよく言うけど、どういうこと？」
「保護者に負担がかかるけど、本当に子どもたちのためになってい
る？」
「もっと負荷がなく、同じ結果を出す方法はない？」

と、本部役員間で、時には学校や委員も交えて議論を行いました。
自分たちの今できる最善のやり方を模索する中で、PTAを組織す
る保護者、先生皆が「一緒に学校を作り、一緒に子どもたちを育
てる仲間」という意識を持つことが必要と感じました。

1年間、ありがとうございました！

最後に・・・

この1年間、保護者の皆さま、学校の先生方、地域の皆さまのおかで
本部役員および委員の仕事をやり遂げることができました。
次年度も引き続き、PTA活動へのご協力を、よろしくお願いいたします。
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